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論文内容の要旨






第 2 章では，既存の NS 型電子線加速器( 2 MV, 3 mA) を改良して均一照射，自動制御等の性能










































i )照射停止後の経過時間と照射ポリエチレンの絶縁破壊強度の関係が ESR 測定によるフリーラ
ジカルの変化と密接に関連していることを見出している。
iv) 照射ポリエチレンの 1 次転移点付近でトラップ電子の解放によって電気伝導度や誘電正接に異常
が現われることを見出している。また照射直後に転移点付近まで昇温すると架橋度がふえ，誘電的
-370一
性質が改善されることを初めて指摘しフリーラジカルの存在と関係づけている。
以上述べたように，本論文は放射線照射，電気材料の開発の面で、電気工学への貢献が大きく，博士
論文として充分価値あるものと認める。
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